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・ いちご・水稲・麦・とうがらしを作っています。

・ 祖父母に教えてもらいながら頑張っています。
 しっかり教えてもらって、一人前になれるよう
 頑張りたいと思います。

・ 葉タバコ・WCS・ミシマサイコ・水稲を作っ
 ています
・ 家族全員で力を合わせて頑張っている毎日で
 す。農業経営が厳しい中、補助事業を活用しな
 がら、規模拡大を、目指していきたいです。

祖父母と一
緒に

頑張ってい
ます

兄弟で

頑張ってい
ます

塚本　純央 さん 
免田地区
2023年8月就農

池田　義彦 さん　2003年4月就農

池田　輝之 さん　2023年9月就農
上地区
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・ 葉タバコ・水稲・メロン・里芋・
 さつま芋を作っています。

・ 父や地域の農家の先輩方から生産技
 術はもちろん経営のノウハウなどを
 しっかりと学んでいきたいです。
 理想とする農業経営ができるよう、
 常に多角的な視点を持ち農業に取り
 組んでいきたいです。

・繁殖牛・メロン・キュウリ・水稲・WCS
 を作っています

・繁殖母牛が１年１産できるように頑張って
 います。
 市場に子牛を出したときに、買っていただ
 いた方に喜んでもらえるように子牛作りを
 心掛け、両親が残してくれた農地を妻と二
 人で守っていきたいです。

夫婦で

頑張ってい
ます

夫婦で

頑張ってい
ます

城本　勇希 さん　2017年7月就農

城本　千聖 さん　2023年9月就農 
岡原地区

橋口　龍馬 さん　2007年9月就農

橋口　由佳 さん　2016年5月就農 
深田地区
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田中　伸明
担当：開墾・斉堂
経営内容：水稲・WCS・麦
趣味：バイク・キャンプ・ゴルフ
特技：DIY

池上　勇一郎
担当：榎田・上永里
経営内容：肉用牛（繁殖）
趣味・特技：探し中

新しい農業委員になりました
令和 6 年 4 月13 日より新委員が５名誕生しました！ご紹介します。

・麦
プ・ゴルフ
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藤原　ルミ子
担当：西別府

稲冨　裕二
担当：麓・秋時

北﨑　一英
担当：古草城・明廿・新（新深田）

経営内容：水稲・肥育・麦・WCS
趣味：映画鑑賞・読書

経営内容：水稲・WCS・ミシマサイコ
趣味：音楽鑑賞
特技：ドローンを飛ばすこと

経営内容：繁殖牛・サツマイモ
趣味・特技：探し中

WCS

マサイコ
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〜
設
立
ま
で
の
道
の
り
〜

　

近
年
、
地
方
が
抱
え
る
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
は
合
併
後

の
人
口
減
少
率
の
高
い
須
恵
地
域
も
深
刻
な
課
題
で
し
た
。
当

地
域
は
、
球
磨
川
を
挟
ん
で
水
田
２
５
７
ha
の
農
地
を
有
す
る

中
山
間
地
帯
で
す
。
い
か
に
し
て
当
地
域
を
持
続
可
能
な
地
域

に
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
、
法
人
化
は
必
要
不
可
欠

と
の
意
向
の
も
と
、
か
つ
て
の
４
か
所
の
集
落
営
農
生
産
組
合

を
一
つ
に
統
合
し
法
人
化
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
８
月
に
世
話
人
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
約

１
０
０
回
の
研
修
会
等
の
協
議
を
重
ね
、
よ
う
や
く
誕
生
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
須
恵
地
区
に
は
30
年
の
実
績
を
持
つ

湯
の
原
機
械
利
用
組
合
が
あ
り
利
用
組
合
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
は
最
も
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

世
話
人
会
か
ら
検
討
委
員
会
、
そ
し
て
発
起
人
会
と
４
年
近

い
長
い
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
そ
の
分
メ
ン
バ
ー
の
団
結
力

も
深
ま
り
、
よ
り
強
固
な
組
織
が
出
来
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
一
重
に
須
恵
地
域
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

あ
っ
て
の
事
で
あ
り
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
あ
さ
ぎ

り
町
を
始
め
、
Ｊ
Ａ
球
磨
、
球
磨
地
域
振
興
局
等
関
係
機
関

の
ご
指
導
、
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
誕
生
」
農
事
組
合
法
人

須
恵
か
ち
ゃ
あ

令
和
６
年
４
月
26
日
設
立

特集

旧消防詰所を事務所に

かちゃあの機械第 1 弾 設立総会にて
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〜
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
〜

　
「
須
恵
か
ち
ゃ
あ
」
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

須
恵
地
域
に
残
る
「
は
じ
あ
い
と
か
ち
ゃ
あ
」

の
精
神
の
も
と
、
地
域
の
農
業
や
農
地
の
受
け

皿
と
し
て
、
コ
ス
ト
低
減
や
利
益
の
増
進
な
ど

に
よ
る
持
続
可
能
な
法
人
経
営
を
行
う
こ
と
に

よ
り
「
地
域
と
共
に
稼
げ
る
農
業
」
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
力
で

は
限
界
が
あ
り
、
個
々
の
力
を
結
集
し
て
こ
そ

こ
の
現
況
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た

伝
統
と
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
は
私
た
ち
の
使
命
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
は
、
受
託
作
業
を
中
心
に
、
３
．６
ha

の
水
田
を
利
用
権
設
定
し
普
通
期
水
稲
を
全
水

田
に
、
裏
作
と
し
て
大
麦
を
１
ha
栽
培
、
初
期

投
資
の
嵩
む
大
変
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
が
「
須
恵
か
ち
ゃ
あ
」
は
、
よ
う
や
く
産

声
を
上
げ
た
ば
か
り
で
す
。
一
年
で
も
早
く
存

在
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
町
内
へ
波
及
し
て
い

く
よ
う
役
員
一
同
最
大
限
努
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

地
元
地
域
の
皆
様
を
始
め
、
関
係
機
関
の
皆

様
に
は
今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
理
事　

久
保
田　

久
男

後継者もおらず、将来が不安で
したが、自分が作れなくなった
ら法人に預けたいと思います。

60 代　男性

須恵地区の農地を守ると同時
に、新しい雇用が生まれるとい
いですね！

50 代　女性

須恵の伝統である「はじあいとか
ちゃあ」の精神が引き継がれ嬉
しく思います。期待しています。

70 代　男性
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あ
さ
ぎ
り
町
農
業
委
員
会
で
は
、

８
月
20
日
か
ら
28
日
ま
で
を
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
期
間
と
し
て
、
町
内
の
全

農
地
を
対
象
に
農
業
委
員
全
員
が
農

地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

現
地
調
査
で
は
、
遊
休
農
地
等
の
確

認
を
中
心
と
し
て
、
違
反
転
用
の
有

無
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

調
査
で
感
じ
た
こ
と
は
、
特
に
山

間
部
で
は
荒
廃
農
地
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
少
子
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
、
鳥
獣
被
害
な
ど
様
々
な
要

因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
憂
慮
す
べ

き
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
農
業
委
員
会
と
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な
課
題
と
向
き
合
い

な
が
ら
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
農
地
を
守

る
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

稲
冨　

裕
二

　あさぎり町の農地を守っていくために、今のうちから将来のことを考えておくことが大切です。
農業委員会では、目標地図素案作成に向けて、地区別で協議をしています。
農業委員がお伺いした際には、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。
※目標地図とは、農地ごとに将来の受け手をイメージとして印すもので、これによって権利が設定
　されるものではありません。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

大切な農地を守っていくために大切な農地を守っていくために



あさぎり町農業委員会だより

令和6年 12月発行9

　

８
月
21
日
に
農
業
委
員
会
新
任
委
員
研
修
が

あ
り
、
あ
さ
ぎ
り
町
か
ら
５
名
の
新
任
委
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
の
活
動
を
す
る
に

あ
た
り
必
要
な
農
地
法
等
に
つ
い
て
、
農
業
者

年
金
に
つ
い
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
つ
い
て

の
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
わ
た
し
の
農

業
委
員
会
活
動
」
と
題
し
て
、
天
草
市
農
業
委

員
の
活
動
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
が
濃
い
研
修
で

し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
農
業
委
員
と
し
て
の
今
後
の
活

動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。北

﨑　

一
英

　

令
和
６
年
度
熊
本
県
農

業
者
年
金
加
入
推
進
特
別

研
修
会
が
9
月
12
日
「
ホ

テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
」
で
開
催

さ
れ
、
農
業
委
員
６
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
令
和
５
年
度
の

各
部
門
の
表
彰
が
あ
り
、
あ

さ
ぎ
り
町
農
業
委
員
会
は

熊
本
県
農
業
会
議
会
長
賞

で
団
体
３
位
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
演
は
、
天

草
市
農
業
委
員
会
の
本
田

実
会
長
よ
り
「
天
草
市
農

業
委
員
会
に
お
け
る
加
入

推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
と
題
さ
れ
、
取
り
組
み

内
容
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
年
２
回
の
加
入
推
進

会
議
と
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
お

よ
び
二
人
一
組
に
な
っ
て
の

戸
別
訪
問
を
実
施
し
た
結

果
、
熊
本
県
に
お
い
て
団
体

１
位
な
ど
の
表
彰
に
繋
が
っ

た
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
長
寿
社
会
が
益
々

進
行
し
て
い
き
ま
す
。
老
後

の
生
活
の
安
定
の
た
め
、
ぜ

ひ
夫
婦
で
農
業
者
年
金
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
農

業
者
年
金
に
つ
い
て
の
お
尋

ね
は
、
お
近
く
の
農
業
委
員

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

藤
本　

勇
二

農
業
委
員
会
新
任
委
員

研
修
を
受
け
て

農
業
者
年
金
特
別
研
修
会
に

参
加
し
て

❶ 35 歳未満で、政策支援加入対象とならない人は、１万円から加入できます。
❷受給開始時期の選択肢が広がりました。（65 歳から75 歳）
❸農業者年金の加入可能な年齢の上限が 60 歳から 65 歳までに引き上げられました。

詳しい内容については、農業委員会事務局までお尋ねください。

さらに！！
便利になりました！

農業者年金に加入しませんか？農業者年金に加入しませんか？
農業者年金には★通常加入→要件確認 ①国民年金第１号被保険者 ○
 （２万円～６万７千円） ②年間６０日以上農業に従事 ○　    加入できます
  ③６０歳未満 ○

★政策支援加入
 （国庫補助あり）  要件を満たせば加入できます
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　この度、あさぎり町にみんなの居場所「おいでカフェ」
を開設しました。地元農作物をふんだんに使ったみん
な食堂です。
　現在は岡原福祉センターかえで館を拠点に毎月第３
日曜日を開催としていますが、今後はあさぎり町を巡
回する予定です。子どもたちから高齢者のみなさんの
笑顔の交流の場となります事を願って開設しました。
　食材の提供、スタッフ募集と賛同いただける方は、
ぜひ一緒に活動しましょう。よろしくお願いします。

　11月 20 日、21日と九州沖縄ブロック農業委員会女
性委員研修会が佐賀市で開催されました。あさぎり町女
性委員 4 名が参加、2 日間にわたり盛り沢山の研修と
他県の委員のみなさんと交流を深めました。全国女性協
議会会長の横田友氏に女性委員の役割と題し講演頂き
ました。
　会長の沢山の経験談、力強いパワーと行動力、とて
も刺激を受ける貴重な時間でした。そのあと、武雄市レ
クリエーション会長である森恵美氏に『心の元気づくり
～女性活躍・地域活性化のために～』と題して、ご講演
いただき会場が割れ
んばかりの歓声と笑
顔に包まれました。親
睦を深め沢山の収穫
があった研修でした。

宮原　久子

詳しくは、おいでカフェ代表
宮原久子まで

～これまでの活動～
★第 1回　10 月 20 日
★第 2 回　11月17 日

～今後の予定～
★第 3 回 12 月15 日
オープン 11 時～14 時まで

みんな集まれ～「おいでカフェ」オープン!

笑顔溢れる女性委員研修
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農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
の
は
、
15
年
ほ
ど
前
で
55
歳
の
頃
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
、
国
民
年
金
も
払
っ
て
お
り
、
正
直
月
2
万
円
は

厳
し
く
渋
々
加
入
し
ま
し
た
。
自
分
が
生
き
て
い
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら

な
い
未
来
の
こ
と
は
、
ど
う
に
か
な
る
さ
と
い
う
思
い
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
受
給
し
て
い
る
今
は
、
加
入
年
月
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

受
給
額
は
わ
ず
か
で
す
が
、
国
民
年
金
と
別
に
臨
時
収
入
が
入
っ
て
く
る

の
は
や
は
り
嬉
し
い
気
持
ち
で
す
。

　

ラ
ジ
オ
で
よ
く
耳
に
す
る
フ
レ
ー
ズ
…
人
生
１
０
０
年
時
代
。
農
業

者
は
国
民
年
金
だ
け
で
は
生
活
し
て
い
く
の
に
は
苦
し
い
と
…
。

　

受
給
す
る
年
齢
に
な
り
実
感
し
て
い
ま
す
。
農
業
者
年
金
は
老
後
、

必
ず
役
に
立
ち
ま
す
よ
。

　

加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
早
め
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
き
っ
か
け
は
、
親
か
ら
勧

め
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
国
民
年
金
だ
け
で
は
、
不
安

の
中
、
個
人
で
も
積
み
立
て
を
し
て
い
た
も
の
の
、
子

ど
も
た
ち
の
進
学
等
で
、
使
い
果
た
し
て
し
ま
う
こ
と

に
…
。
し
か
し
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
老
後
も
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
将
来
の
自
分
の
面
倒
は
自
分
で
看
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
と
共
に
、
健
康

で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

杉下　綾 さん
（岡原地区）

北川　省二 さん
（須恵地区）



あさぎり町農業委員会だより

令和6年 12月発行

熊本県農業公社は、 ４つの安心仕組みで農地貸借をお手伝いします
○ 県知事の指定を受けた県内唯一の機関です
○ 市町村に窓口手続きを代行 いただてます
○ 市町村農業委員会総会の審議を経て手続きを行います
○ 県知事の認可・公告を経て契約が成立します

手続きは市町村の農政担当課または農業委員会に受付窓口を代行していただいております

公益財団法人 熊本県農業公社 Tel 096-213-1237

＜出し手のメリット＞
○ 賃料は農業公社が受け手から徴収
 し、お支払いします
○ 貸された農地は、契約期間満了後
 に確実に戻ってきます（更新可能）
○ 相続税、贈与税の納税猶予が継続
 されます（税務署への届出が必要）
＜受け手のメリット＞
○ 出し手が複数でも賃料は公社が一
 括して口座から引き落とすため、
 賃料支払の事務は不要です（振込
 手数料なし）
○ 分散した農地の集約化が可能とな
 り、作業効率や生産性の向上につ
 ながります

熊本県 農業公社（農地中間管理機構）は 
円滑な農地の貸し借りを公的な立場でサポートします

　

今
年
、
能
登
半
島
に
お
い
て
は
、
新
年
早
々
の
地
震

に
始
ま
り
そ
の
災
害
復
旧
も
ま
ま
な
ら
ぬ
9
月
に
水
害

と
、
数
年
前
に
熊
本
で
立
て
続
け
に
起
こ
っ
た
災
害
を

思
い
出
す
よ
う
な
年
と
な
っ
た
。
一
方
、
あ
さ
ぎ
り
町

内
に
お
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
注
意
情
報

が
出
て
災
害
が
身
近
に
起
こ
り
う
る
事
を
再
認
識
し
た

わ
け
だ
が
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
2
か
月
。
平
穏

に
過
ぎ
る
事
を
祈
る
ば
か
り
だ
。

　

さ
て
、
今
年
農
業
界
で
は
、
令
和
の
米
騒
動
と
言
わ

れ
何
十
年
ぶ
り
の
米
価
が
つ
い
た
。
米
農
家
も
少
し
は

息
を
付
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
ま
で
の
安
値
で
は

と
て
も
肥
料
高
騰
や
農
業
機
械
の
値
上
げ
に
は
追
い
つ

か
な
い
。
農
業
は
一
部
の
直
接
販
売
を
除
い
て
は
自
分

で
値
段
を
決
め
ら
れ
ず
、
経
費
が
上
が
っ
て
も
市
場
や

業
者
に
買
い
た
た
か
れ
機
械
の
更
新
も
で
き
ず
米
を
作

ら
な
い
農
家
が
増
え
た
。
是
非
こ
の
機
会
に
経
費
が
上

が
っ
た
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
国
や
Ｊ
Ａ
に
は
確
立
し
て
い
た
だ
き
、
消
費
者
に
は

米
作
り
の
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
い
米
の
価
値
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

中
村　

好
文

農
業
振
興
対
策
班

班
長

田
崎
洋
一
郎

副
班
長
井
手
久
美
子

藤
本　

勇
二

宮
原　

久
子

宮
原　

範
行

中
村　

好
文

北
﨑　

一
英

稲
冨　

裕
二
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々
の
地
震

編
集
後
記

編
集
後
記

農業現場に役立つ旬の情報をお届けします！
購読してみませんか？ 発行日　毎週　金曜日

購読料　１ヵ月　700 円
 （送料　税込み）
◎購読申し込みは、
　農業委員会事務局まで

全国農業新聞は地域農業者の
代 表 機 関 で あ る 農 業 委 員 会
ネットワークが発行する週刊
の農業総合専門誌です。


